











































































































る。かれは、Galiani や Condorcet を読み、その上でかれ自身の「交換の理論」を
提示した。商品の交換は、各個人の主観的な価値付けによって支配される、とし
ながら、一方で、交換価値それ自体は、いかなる主観価値にも等しいとはいえな
い、と主張する。市場で成立する交換価値（=市場価格）は、人びとの主観的
価値付けを平均したものとして表れる。そして、交換行為は「等価交換」ではな
く、「不等価交換」として考察されるべきだとした。
 担当：荒川章義（本学経済学部教授）
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